
二
十
一
回
目
と
な
る
徳
丸
の
文

化
祭
は
、
好
天
の
三
月
一
四
日
集

会
所
に
お
い
て
「
ふ
れ
あ
い
と
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
和
や
か
に
賑
や
か
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
、
八
時
か
ら
の
餅
つ
き
で

景
気
づ
け
、
開
会
式
の
獅
子
舞
が

祭
り
の
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
綿
菓
子
を
手
に
、

パ
ッ
ト
ラ
イ
ス
の
爆
音
に
大
騒
ぎ
。

作
品
展
示
パ
ネ
ル
前
で
、
自
慢
の

絵
を
恥
ず
か
し
そ
う
に
さ
し
た
孫

の
顔
を
見
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

し
あ
わ
せ
一
杯
で
す
。

趣
味
の
作
品
の
写
真
、
絵
、
俳

句
、
工
芸
品
の
作
家
の
腕
前
に
は

た
め
息
が
漏
れ
ま
す
。

伊
予
万
歳
、
合
唱
、
腹
話
術
、

カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
、
コ
ー
ラ
ス
、

日
舞
の
演
芸
発
表
は
、
立
ち
見
の

で
る
盛
況
で
す
。

婦
人
部
の
う
ど
ん
は
、
本
場
、

坂
出
う
ど
ん
に
引
け
を
取
り
ま
せ

こ
け

ん
。
隣
接
す
る
民
家
の
苔
む
し
た

庭
を
借
り
て
の
茶
席
で
戴
い
た
、

抹
茶
が
ほ
の
か
に
口
に
残
り
ま
す
。

文
化
祭
伝
統
の
味
と
け
む
り
の

焼
き
鳥
が
、
最
近
の
騒
ぎ
で
肉
ま

ん
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
な
り
、

ビ
ー
ル
党
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
そ

う
。地

ど
れ
野
菜
、
花
、
イ
チ
ゴ
や

手
作
り
ケ
ー
キ
は
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
る
固
定
客
が
い
る
の
で
す
。

家
庭
の
余
剰
品
を
持
ち
寄
っ
て

の
お
楽
し
み
福
引
き
に
は
空
く
じ

が
あ
り
ま
せ
ん
。

前
々
日
か
ら
仕
込
み
の
婦
人
部
、

作
品
展
示
や
接
待
の
愛
護
部
、
演

芸
発
表
と
な
ぜ
か
ビ
ー
ル
販
売
の

文
化
部
、
綿
菓
子
・
パ
ッ
ト
ラ
イ

ス
の
体
育
部
、
青
空
市
場
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
徳
丸
み
ど
り

会
、
テ
ン
ト
設
営
片
付
け
と
会
場

前
道
路
の
交
通
整
理
を
し
た
大
字

役
員
、
大
勢
の
裏
方
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
世
代
、
ト
ラ
ク

タ
ー
世
代
、
小
さ
く
て
カ
ッ
コ
い

い
自
転
車
で
走
り
回
っ
て
い
る
世

代
、
み
ん
な
が
一
つ
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
」
ま
し

た
。
あ
の
子
、
ど
こ
の
子
ぉ
ぞ
や
？

異
世
代
の
つ
な
が
り
も
増
え
ま
し

た
。「
住
み
よ
い
」
徳
丸
の
文
化
の

花
が
咲
き
ま
し
た
。

公民館だより

東
公
民
館

徳徳
丸丸
のの
文文
化化
祭祭

徳
丸
分
館
主
事

八
束
和
秀

西
公
民
館

三
世
代
交
流
囲
碁
ク
ラ
ブ

日
時

８
日
（
土
）

９
時
３０
分
〜

�

�

昨年の様子

17


